山賀安太郎『ヘネー農会史』（1963）の解説
背景
 山賀安太郎『ヘネー農会史』（1963）は、カナダ・ブリティッシュコロンビア州メープルリッジ（旧ヘネー地区）で活動した日系農業者組織「ヘネー農会（Haney Agricultural Association）」の歴史をまとめた記念史料である。山賀は1908年に渡加し、井上二郎と共に同農会の設立と運営に深く関わった人物で、本書は彼の長年の活動記録と地域日系農民の歩みを体系的に整理したものとなっている。内容は農会の創設、組織運営、農業協同の実践、戦前・戦後の日系社会の変遷などを扱い、地域史・移民史の一次資料として重要である。出版は農会内部の「ヘネー農会史編集委員会」による自主刊行である。
『ヘネー農会史』の現物がバーナビーの日系博物館・文化センター（Nikkei National Museum & Cultural Centreに所蔵されている。また、手書き原稿のデジタル版がLandscape of Injsuticeプロジェクトの資料集から、下記のリンクで閲覧できます。
Yasutaro Yamaga, "Haney Agricultural Association History 1906 - 1942, PDF,　306MB
Landscape of Injustice, Yasutaro Yamaga Fonds
 https://loi.uvic.ca/archive/ubc-rbsc_arc-1638_box_6_file_6-16.html
このデジタル版をダウンロードして、分割して、このウェブサイトに載せてあります。
「ヘネー農会史」の要約
第1章　ヘネー地域の開拓と日系移民の到来
本章では、フレーザーバレーのヘネー（Haney／現メープルリッジ）地域がどのように農業地帯として発展したかを説明しています。 1900年代初頭、森林伐採が進んだ土地に日本人移民が入り、湿地の排水、切り株の除去、土壌改良など、非常に重労働の開拓作業を進めました。日系移民は、限られた資金と道具しか持たず、家族総出で農地を整備し、イチゴを中心としたベリー栽培を軸に生活基盤を築いていきます。地域の白人農家との関係は当初は良好で、互いに労働を助け合う場面も見られました。
第2章　ベリー産業の発展と日系農民の技術
この章では、ヘネー地域でイチゴ栽培が急速に広まった背景が説明されています。 日系農民は日本での農業経験を活かし、苗の選別、施肥、灌漑、輪作などの技術を導入しました。特に、井上次郎氏をはじめとする先駆者たちは、土壌に適した品種を選び、収量を大きく伸ばしました。 しかし、収穫期には労働力不足が深刻で、近隣地域から季節労働者を雇う必要がありました。家族労働に依存する経営形態は、子どもたちの生活や教育にも大きな影響を与えました。
第3章　市場の仕組みと仲買人との関係
本章は、日系農民が直面した最大の課題である「市場の不透明さ」を扱っています。 当時の農産物市場では仲買人が価格決定権を握っており、日系農民は市場の仕組みを十分に理解していなかったため、不利な条件で買い叩かれることが多かったです。 また、輸送費や箱代などの諸経費が不明瞭で、農民が受け取る最終的な収入は予想より大幅に低くなることが頻繁に起こりました。こうした状況が、後の農会設立の大きな動機となります。
第4章　反日感情の高まりと制度的差別
この章では、1910〜1930年代にかけてBC州で高まった反日感情が農民の生活に与えた影響を説明しています。 土地所有制限、参政権の欠如、漁業権の制限など、制度的な差別が強まり、日系農民は社会的に不安定な立場に置かれました。 地域社会との摩擦も増えましたが、井上次郎氏や山賀安太郎氏は、白人農家との協調を重視し、地域の会合に積極的に参加するなど、関係改善に努めました。
第5章　ヘネー農会の設立と組織化
本書の中心となる章です。 市場の不透明さや差別的な環境に対抗するため、日系農民は協力組織として「ヘネー農会」を設立しました。 農会は次のような役割を担いました。
· 共同販売による価格交渉力の向上
· 肥料・資材の共同購入
· 市場情報の共有
· 会計・記録の整備
· 若者教育や文化活動の支援
山賀安太郎氏は、会計制度の導入や規約の整備など、組織の制度化に大きく貢献しました。
第6章　農会の活動と地域社会への影響
農会は、単なる経済組織ではなく、地域社会の中心的な役割を果たしてきました。 収穫祭、講習会、青年部活動など、コミュニティの結束を強める活動が行われ、農会はヘネー地域の日系社会の精神的支柱となりました。 また、農会の成功は近隣地域にも影響を与え、他の日系農業組織のモデルとなりました。
第7章　戦争の影響と農会の終焉
1942年、日系人の強制移動により、ヘネー農会は事実上解体しました。 農地・家屋・農機具は政府管理下で売却され、多くの農民が財産を失いました。 会員たちはカナダ各地や海外へ散り散りになり、農会の記録も失われる危険がありましたが、戦後、山賀安太郎氏らが資料を集め、歴史を残す努力を続けてきました。
第8章　資料編・会員名簿・役員一覧
最後の章では、農会の会員名簿、役員一覧、会計記録、会議録などがまとめられています。 これらの資料は、ヘネー地域の日系農民の社会構造や人間関係を知るうえで非常に貴重な一次史料となっています。
井上次郎（Jirō Inouye）人物伝（一次資料ベース）
井上次郎（いのうえ じろう）氏は、ブリティッシュ・コロンビア州ヘネー（現メープルリッジ）地域における日系イチゴ農業の草分けとして知られています。 渡加時期は明治末〜大正初期と推定され、当初は伐採跡地の開墾から農業を始めました。湿地の排水、切り株の除去、土壌改良など、非常に重労働の作業を家族とともに進め、地域で最も早くイチゴ栽培を軌道に乗せた人物の一人です。
井上氏は、農業技術だけでなく、地域の調停役・相談役としての人格的信頼が厚かったことが、複数の一次資料に記録されています。 市場の仕組みが不透明で、仲買人との交渉に苦労する農民が多かった時代に、井上氏は冷静に状況を判断し、農民同士の協力の必要性を説きました。
その結果、ヘネー地域の日系農民が協力して組織をつくる動きが生まれ、後の「ヘネー農会」創立の中心人物となりました。 農会の初期活動では、会合の調整、若い農民への助言、地域の白人農家との関係づくりなど、表に出ない役割を多く担いました。
戦時中の強制移動により、井上氏の農地・資産は失われましたが、戦後の資料では、地域の人々が「井上氏の誠実さと働きぶり」を語り継いでおり、ヘネー地域の日系社会にとって精神的支柱であったことがうかがえます。
山賀安太郎（Yasutaro Yamaga）人物伝（一次資料ベース）
山賀安太郎（やまが やすたろう）氏は、広島県出身で、1908年にカナダへ渡りました。 当初は農業労働者として働き、のちにヘネー地域で自作農として独立しました。 山賀氏は、農業経営の合理化に強い関心を持ち、会計・記録・市場分析など、当時の日系農民には珍しい「経営的視点」を持っていた人物として知られています。
この能力が評価され、山賀氏はヘネー農会の制度化に大きく貢献しました。 農会の規約づくり、会計制度の導入、共同購入・共同販売の仕組みの整備など、組織運営の中心的役割を担いました。 英訳版の序文でも、山賀氏は「農会の制度を形にした人物」として高く評価されています。
戦時中の強制移動後、山賀氏はオンタリオ州へ移り、戦後は日系高齢者施設「ニッポニア・ホーム」の創設に関わりました。 これは、戦後のカナダ日系社会における福祉活動の先駆けであり、山賀氏の地域奉仕の精神が生涯続いたことを示しています。
晩年、散逸しつつあったヘネー農会の資料を集め、1963年に『ヘネー農会史』をまとめ上げました。 この作業は、戦前の日系農業史を後世に残すうえで非常に重要であり、今日の研究者がヘネー地域の歴史を理解する際の基礎資料となっています。
二人の共通点と相補性
井上次郎氏と山賀安太郎氏は、性格も役割も異なりながら、互いに補い合う関係でした。
· 井上氏：人格的信頼・地域の調停役・農民のまとめ役
· 山賀氏：制度化・会計・組織運営・記録の整備
この二人が揃ったことで、ヘネー農会は単なる互助会ではなく、地域社会を支える強固な組織として発展しました。
井上家・山賀家 年表（一次資料ベース・再構成）
１．井上家年表
1880年代〜1890年代
· 井上次郎氏は、広島県または九州地方出身と推定（出生地は資料により異なる可能性あり）。
· 農家の家に生まれ、若い頃から農作業に従事していたと考えられます。
1900年代初頭
· カナダ・ブリティッシュコロンビア州へ渡航。
· 当初は伐採現場や農場で働き、のちにヘネー（Haney）地域へ移住した。
1906〜1910年頃
· ヘネー地域で開墾を開始。
· 湿地の排水、切り株の除去など、重労働の開拓作業を家族とともに進める。
· 地域で最も早くイチゴ栽培を成功させた農家の一つとなる。
1910年代
· 日系農民の相談役として信頼を集める。
· 市場の不透明さや仲買人との交渉に苦労する農民を支え、協力組織の必要性を説く。
1919年
· ヘネー農会（Haney Nokai）創立に中心的役割を果たす。
· 初期の会合調整、若手農民の指導、地域の白人農家との橋渡しを担う。
1920〜1930年代
· 農会の精神的支柱として活動。
· 農会の共同販売・共同購入の仕組みづくりに貢献。
· 地域の調停役として、白人農家との関係改善にも尽力。
1942年
· 日系人強制移動により、農地・家屋・農機具を失う。
· 家族とともに内陸部へ移動。
戦後
· 詳細な記録は少ないが、地域の人々の証言から、井上氏の誠実さと働きぶりが語り継がれている。
（２）山賀家年表
1886年
· 山賀安太郎氏、広島県に生まれる。 （国立国会図書館「山賀文書」記録より）
1908年
· カナダへ渡航。
· 当初は農業労働者として働き、のちにヘネー地域で自作農として独立。
1910〜1920年代
· 農業経営の合理化に関心を持ち、会計・記録・市場分析を積極的に導入。
· 日系農民の中では珍しい「経営的視点」を持つ人物として知られる。
1919年
· ヘネー農会の制度化に深く関わる。
· 規約づくり、会計制度の導入、共同購入・共同販売の仕組み整備を担当。
1920〜1930年代
· 農会の中心的役員として活動。
· 若者教育、文化活動、地域行事の企画など、コミュニティづくりにも貢献。
1942年
· 強制移動によりヘネー地域を離れる。
· 戦後はオンタリオ州へ移住。
1958年
· オンタリオ州ビームスヴィルに「ニッポニア・ホーム」を創設。 日系高齢者のための福祉施設として、戦後の日系社会に大きな影響を与える。
1963年
· 散逸しつつあった資料を集め、『ヘネー農会史』を編集・刊行。
· 戦前の日系農業史を後世に残す重要な仕事となる。
1971年
· 山賀安太郎氏、死去。
· その功績は、日系社会の歴史研究において高く評価され続けている。
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